
　みなとパーク芝浦の駐車場料金は、開設以来、利用者から多くの改善要望が出され
ていました。一時間だけ無料で、その後は民間駐車場並みの利用料でした。
　党区議団は、開設以前から料金設定を見直すことを要求し、開設後も議会のたびに
利用料金の無料化と引き下げを求めてきました。この要求が実現しました。
　１１月１日から実施となりました（表を参照）。

改 善 策
①施設利用者の無料措置時間を２
時間無料に拡大（障害者は３時
間無料）
②現行30分あたり300円を、30
分　250円に
③住民票のコンビ二交付、福祉喫
茶カフェフルールの利用を無料
措置の対象に
④住民票のコンビ二交付に対応す
るため開場時間を午前７時に変更
⑤当面、料金変更に合わせて、最大料金を2500円に。駐車場の利用状況に合わせて変更で
きるものとする

　「戦争法案に反対の意
見書提出を求める請願」

審議を傍聴しました。およそ40人もの人がつめかけました。
　質問をする自民党議員は、自分の主義主張にこだわってい
て、「他国に攻められたらどうする」という集団的自衛権と違う
問題に固執していました。共産党の議員は、請願者に対して、
政府が国会で説明している中身がデタラメなことなどを引き
出して、戦争法案の危険性を明らかにする質問をしました。
　他の党の議員は、態度も意思表示もあいまいで、継続審議
を求めていました。国会で重要な局面なのに、「継続とは何だ！」
と少々腹がたちました。最終的には、請願は否決されました。
　「戦争法案」は違憲であり、かつ悲惨な戦争を引き起こす突
破口となるものなのに、「こんなことでいいのか」と強く印象に

残りました。 新日本婦人の会 港支部　加藤恵子
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 総務委員会を傍聴して 総務委員会を傍聴して

保育園での医療的ケア児の受け入れを求める請願、保育園での医療的ケア児の受け入れを求める請願、全会一致で可決全会一致で可決

　

今
年
四
月
か
ら
保
育
園
の
第
二
子
以
降

が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
人
数
は
七

三
三
人
で
全
園
児
の
一
四
・
九
％
で
す
。

　

第
二
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
を
実

施
し
た
こ
と
は
評
価
し
ま
す
が
、
対
象
に

な
ら
な
か
っ
た
方
か
ら
不
満
の
声
も
で
て

い
ま
す
。

　

上
の
子
が
小
学
生
で
第
二
子
が
保
育
園

な
ら
対
象
に
す
る
な
ど
、
対
象
を
広
げ
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。
区
は
、
対
象
拡
大
は

考
え
て
い
な
い
と
冷
た
い
態
度
で
す
。

　

ま
た
、
所
得
の
階
層
の
変
更
に
よ
っ
て
、

九
月
の
時
点
で
、
一
三
三
七
人
、
全
園
児

の
二
五
・
九
％
も
の
方
の
保
育
料
が
引
き

上
げ
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
さ
ん
が
一
人
で
、
保
育
料
が
跳

ね
上
が
っ
た
保
育
マ
マ
は
、
「
家
賃
並
み

に
高
い
保
育
料
が
さ
ら
に
一
・
三
倍
で

す
。
」
と
の
声
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

保
育
料
が
跳
ね
上
が
っ
た
方
に
、
保
育

料
の
減
額
、
他
の
制
度
で
の
支
援
策
を
求

め
ま
し
た
。
区
は
、
保
育
料
の
軽
減
も
お

こ
な
わ
な
い
態
度
で
す
。

　医療的ケアを必要とする子は、保育園に申し込んでも、体制がないことを理由になかなか入園できません。今回請願提出者は、無認可の保育園で 3ヶ月

入園できた体験から、子どもが集団の中で育つことが、大きな成長につながっていると、認可保育園での入園を強く希望しています。請願審議の中で、医

療的ケアを必要としている子どもと家族への支援が不足していることも明らかになりました。どの子も保育が受けられるよう、体制強化を求めていきます。

保
育
園
の
保
育
料
を
引
き
下
げ
よ

　

東
麻
布
保
育
室
は
待
機
児
童
解
消
の

た
め
、
旧
飯
倉
小
学
校
の
校
舎
を
改
修
し

て
区
の
最
初
の
緊
急
暫
定
保
育
室
と
し
て

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
設
期
間
が
二
〇
一
七
年
の
三
月
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

請
願
者
か
ら
は
、「
入
園
前
に
開
設
期

間
終
了
時
に
転
園
の
可
能
性
を
了
承
し
た

上
で
入
園
し
て
お
り
期
限
付
き
の
緊
急
暫

定
保
育
室
は
保
護
者
に
と
っ
て
は
不
安
が

あ
る
」「
地
域
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、

世
代
を
超
え
た
地
域
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ

い
は
、
現
在
を
生
き
る
子
ど
も
達
は
も
ち

ろ
ん
保
護
者
も
貴
重
な
体
験
と
な
っ
て
い

る
」と
早
期
の
認
可
化
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

党
区
議
団
は
、
条
件
の
整
っ
た
緊
急
暫

定
保
育
室
に
つ
い
て
は
早
急
に
認
可
化
す

る
よ
う
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

東
麻
布
保
育
室
の
認
可
保
育
園

化
を
求
め
る
請
願
採
択
　

　
「『
白
金
二
丁
目
計
画
』
に
対
し
区
道
を

利
用
す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
関
し
、

具
体
的
な
対
策
立
案
・
計
画
書
作
成
・
実

行
を
事
業
者
に
求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
第
２
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ

同
計
画
の
請
願
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
業
者
は
住
民
無
視

の
態
度
を
続
け
て
い
る
た
め
に
、
区
道
を

利
用
す
る
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
具
体
的
な
対
策
を
つ
く
り
、
誠
意
を

持
っ
て
住
民
と
話
し
合
い
を
求
め
る
も
の

で
す
。
委
員
会
で
は
自
民
党
、
街
づ
く
り

ミ
ナ
ト
が
「
継
続
審
査
」
を
主
張
、
そ
れ

が
否
決
さ
れ
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

白
金
二
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

計
画
、
近
隣
住
民
の
請
願
を
採
択

　

お
台
場
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
は
、
台
場
の

住
民
も
、
通
勤
で
利
用
す
る
方
に
も
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
台
場
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
営
協

議
会
の
当
初
方
針
で
、
五
年
た
っ
て
黒
字

に
な
ら
な
い
場
合
は
、
事
業
者
が
自
主
的

に
運
行
す
る
か
、
そ
れ
が
な
い
場
合
は
運

行
廃
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

党
議
員
は
、い
っ
た
ん
廃
止
さ
れ
た
ら
、

再
度
バ
ス
を
運
行
す
る
に
は
大
き
な
困
難

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
港
区
の
姿
勢
と

し
て
、
な
ん
と
し
て
も
継
続
運
行
へ
こ
れ

ま
で
以
上
の
努
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

区
の
担
当
課
長
も
、
継
続
運
行
が
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

　

党
議
員
は
、
こ
の
間
、
運
営
協
議
会
で

様
々
な
改
善
の
取
り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ

て
来
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
田
町
駅
の
ロ
ー

タ
リ
ー
内
に
バ
ス
停
を
設
置
す
る
こ
と
、

品
川
駅
か
ら
出
発
後
、港
南
地
域
の
住
宅
・

学
校
近
辺
に
バ
ス
停
の
新
設
、
田
町
ル
ー

ト
と
品
川
ル
ー
ト
の
統
合
の
検
討
、
外
国

人
へ
の
案
内
改
善
な
ど
を
お
こ
な
う
よ
う

提
案
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ち
ぃ
ば
す
」
と
「
台
場
レ
イ
ン

ボ
ー
バ
ス
」
で
は
港
区
の
関
わ
り
方
が
違

い
ま
す
。「
ち
ぃ
ば
す
」
は
、
車
両
購
入

費
を
す
べ
て
補
助
し
、
赤
字
に
な
っ
た
ら

そ
の
分
区
が
運
行
経
費
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
運
行
に
は
、
車
両

購
入
は
四
台
の
み
補
助
、
赤
字
補
填
は
し

な
い
こ
と
が
、
決
定
的
な
違
い
で
す
。

　

ち
ぃ
ば
す
と
同
様
に
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス

へ
区
の
支
援
を
要
求
し
ま
し
た
。

お
台
場
レ
イ
ン
ボ
ー
バ
ス
の

継
続
運
行
を
な
ん
と
し
て
も

　

認
知
症
の
方
が
増
え
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
港
区
で
も
、
認
知
症
対
応
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

党
区
議
団
は
、
認
知
症
家
族
へ
の
支
援

と
し
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
の
靴
へ
の
助
成
を
求

め
ま
し
た
。
家
族
の
知
ら
な
い
間
に
外
出

し
、
何
日
も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
例
も
あ

り
ま
す
。
家
族
は
警
察
に
頼
ん
だ
り
、
自

分
た
ち
で
近
所
を
探
し
回
っ
た
り
と
不
安

と
心
配
で
負
担
は
大
き
い
の
で
す
。

認
知
症
対
策
と
し
て

Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
靴
へ
の
助
成
求
め
る

　全国的には、昨年の振り込め詐欺を始めとする特
殊詐欺の件数、被害額ともに過去最高となっていま
す。被害者は50歳以上が9割を超しており、高齢者
への防犯対策が重要です。
　区や警察が窓口になって東京都が無料で貸し出し
ている、振り込め詐欺撃退のための「自動通信録音
機」も効果を上げ、都内の被害は昨年に続きわずか
ながら減っています。
　荒川区では今年2100台を無期限で無償貸与します
が、港区はその5％にも満たない活用実績です。パン
フレットなど高齢者が利用する場所に置いたり、声
かけをして普及するべきと質問しました。区は、
「いっそう周知に努める」と答弁しました。（電話で
の申し込みは、生活安全推進担当係 ☎3578－2272）

振り込め詐欺
　対策の強化を

四
つ
の
意
見
書
を
採
択

地方税財源の拡充に関する意見書

　地方税の根本原則をゆがめる地方法人
特別税・地方法人特別譲与税と法人住民
税の国税化を直ちに撤廃して地方税とし
て復元するよう要望。
 
固定資産税及び都市計画税の
軽減措置の継続を求める意見書

　「小規模住宅用地に対する都市計画税
の軽減措置」「小規模非住宅用地に対す
る固定資産税・都市計画税の減免措置」
及び「商業地等における固定資産税・都
市計画税について、負担水準の上限を
65％に引き下げる減額措置」は、平成 28
年度以後も継続することを要望。

みなとパーク芝浦駐車場料金が大幅引き下げ
利用者の声と党区議団の提案で

1時間まで

1時間30分まで

2時間まで

2時間30分まで

3時間まで

3時間30分まで

4時間まで

無料

300円

600円

900円

1,200円

1,500円

1,800円

現行の
負担額

無料

無料

無料

250円

500円

750円

1,000円

変更後

̶

300円

600円

650円

700円

750円

800円

軽減額

37.1%

32.3%

13.3%

4.9%

現状利用
者の割合

子どもの医療費助成制度等自治体単
独事業への「国民健康保険療養給
付費負担金及び普通調整交付金の
減額措置」の見直しを求める意見書

　子ども医療費の無料化などの助成制度
は、子育て世代の負担軽減と少子化対策
として、港区を含め全国の自治体で行っ
ているものであり、「減額措置」につい
ては見直しを行うよう要望。

米軍ヘリポート基地に関する意見書

　すでに国に対して、基地撤去並びに騒
音実態調査等を要請しており、東京都に
対しても米軍基地撤去に向けて、さらな
る尽力を要望。

つの意見書を採択4

10 月 1 日オープンした「しばうら保育園」「アッピー芝浦」


